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旧林家住宅が重要文化財に指定
平成13年度決算報告

生涯学習だより・社協だより

主な内容�

ファミリーフェスティバル2002秋
―親子でふれあうおやつ作り―

10月14日の体育の日、ファミリーフェスティバルの催し物のひとつ、「親子でふれあうおやつ
作り」が男女共同参画センターで行われ、約50名の親子が参加し楽しくおかし作りに挑戦しま
した。上手にできたかな？　　　　　　　　（ファミリーフェスティバル関連グラフ38ページ）
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10
月
18
日
開
か
れ
た
国
の
文
化
審
議
会
（
会
長
高
階
秀
彌
）

は
、
岡
谷
市
の
旧
林
家
住
宅
を
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
よ

う
に
遠
山
敦
子
文
部
科
学
相
に
答
申
し
ま
し
た
。

旧
林
家
住
宅
は
、
製
糸
家
林
国
蔵
の
居
宅
と
し
て
明
治
30
〜

40
年
代
に
造
ら
れ
た
建
物
で
す
。
平
成
元
年
に
土
地
を
取
得
、

建
物
は
寄
付
さ
れ
、
平
成
２
年
に
は
岡
谷
市
指
定
文
化
財
と
な

っ
て
、
平
成
６
年
か
ら
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
整
備
や
、
調
査
が
行
わ
れ
、
13
年
３
月
に
は
、

建
物
、
調
度
品
な
ど
の
調
査
報
告
書
が
発
刊
さ
れ
た
こ
と
を
契

機
に
、
主
屋
の
重
厚
な
造
り
や
、
近
代
化
遺
産
の
金き

ん

唐か
ら

紙か
み

を
部

屋
中
に
貼は

り
め
ぐ
ら
し
た
座
敷
な
ど
、
近
代
化
遺
産
の
重
要
な

遺
産
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
始
め
て
い
ま
し
た
が
、「
意
匠

的
に
優
秀
な
も
の
」
と
し
て
認
め
ら
れ
、
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

製
糸
業
は
、
産
業
の
ま
ち
岡
谷
の
基
を
築
い
た
だ
け
で
は
な

く
、
日
本
の
産
業
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。製
糸
業
の
歴
史
は
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
遺
産
の
一
つ
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
岡
谷
に
と
っ
て
は
大
き
な
誇
り
と
な
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
、
正
し
い
製
糸
業

の
歴
史
を
広
く
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
ま
た
日
本
の
伝
統
的
な

お
茶
、
お
花
、
着
物
の
着
付
け
な
ど
の
「
座
」
の
文
化
を
伝
承

し
て
い
く
建
物
と
し
て
、
保
存
・
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。
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金唐紙の座敷（２階）

主屋２階　下座敷・上座敷 仏間

洋館玄関ポーチ 洋館応接室

16人の仲間と製糸の歴

史を掘り起こす活動をし、

この建物にも携わっていま

すが、林国蔵氏の見識とセ

ンスの良さを痛感し、世界

的に例のない5種類の金唐

紙など、すばらしいこの文

化遺産を次の世代に伝えて

いきたいと考えていたとこ

ろ、重要文化財に指定され

大変うれしく思っていま

す。これを励みに掃除や障

子貼りのボランティアをよ

り心を込め大事にしていき

たいと仲間と話していま

す。
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　　ANEX

旧林家住宅�

◆観覧案内
●開　館 3月～11月の毎週火・水・土・日曜日

午前9時～午後4時30分

●観覧料 大人　550円（350円）
小人　250円（100円）
※市内小中高生は無料、（ ）内は
10名以上の団体料金

旧林家住宅

教育委員会生涯学習課
文化財担当
�２３－４８１１
（内線１４６２）

問 合 せ


